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3種類のテープと2種類のドレッシング剤が皮膚に及ぼす影響
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1はじめに
　医療の現場では、治療・処置に伴いテープやドレ
ッシング剤が使用されている。最近ではかぶれにく
いものも開発されてきてはいるが、実際には貼付部
分の発赤・掻痒感の訴えは少なくない。当病棟でも
鎖骨下より中心静脈栄養ライン挿入中の患者にドレ
ッシング剤とテープを組み合せて使用する場面が多
く、かぶれの発症を防ぐ工夫をしているものの皮膚
に対する異常の訴えが少なくないというのが現状で
ある。そこで私たちは、病棟で実際に使用されている
テープ類とドレッシング剤を使用したときの科学的
刺激が皮膚に及ぼす影響を知り、患者に適したもの
を選ぶ為の基礎資料としたいと考えた。そして患者
の治療・処置に伴う副作用を軽減するとともに快適
な入院生活を送ることを目指したい。
亜仮説
　3種類のテープのなかではシルキーテックスが、
2種類のドレッシング剤ではテガダームがそれぞれ
他のものに比べ皮膚に異常がおきやすい。
皿［研究方法
1．研究期間
　　平成14年10月18日～10月31日
2．対象
　　当病棟看護師20名
3．方法
　　1）3種類のテープ（①シルキーボア②シルキー
　　　テックス③メッシュポァ）と2種類のドレッ
　　　　シング剤（①テガダーム②オプサイト3000）
　　　　を上腕内側・前胸部に貼付し72時間後に皮
　　　膚の状態を判定する。
　　2）貼付方法については、1．5cm×1．5cm角のテ
　　　ープ及びドレッシング剤を上腕内側・前胸
　　　部の2箇所に貼付した上にテガダーム6
　　　cm×10cm角を4種類のテープ及びドレッシ
　　　　ング剤を覆うように貼付する。
　　3）テープ及びドレッシング剤の素材・粘着剤
　　　　は表1参照。
4．分析方法
　　テープとドレッシング剤それぞれの結果につい
　　てt検定をおこなう。
5．判定基準
　　「発赤」「掻痒感」「水庖」の反応を陽性（＋）、反応
がないものを陰性（一）とする。
IIV結果及び考察
　図1より2種類のドレッシング剤・3種類のテープ
の中でテガダームが有意に皮膚に与える影響が大き
かった。ついでシルキーボア，オプサイト3000，シルキ
ーテックス，メッシュボアの順だが、シルキーボアと
オプサイト3000、シルキーテックスとメッシュボア
の間に有意差は認められなかった。2種類のドレッ
シング剤と3種のテープ類を比較した場合、ドレッシ
ング剤の方が皮膚に与える影響が大きいといえるが、
このことはドレッシング剤の目的の一つに防水があ
る為テープに比べ通気性が低いということが影響し
ていると考えられる。
　「絆創膏かぶれの要因には、個々の体質からくるア
レルギー反応、絆創膏の素材、粘着剤がもたらす科学
的刺激、絆創膏を剥がす際の機械的刺激、発汗の局部
的抑制による生理的刺激があげられる」1）と森本らは
言っている。また、それをもとに「どの絆創膏でも圧
迫した場合に陽性反応者が多く、厚みのある絆創膏
や硬い絆創膏の角に陽性反応が強く出現したことか
ら、圧が高まる事によって、欝血が生じかぶれを増強
させる誘因になっていたのではないか」2）と小川らは
言っている。当病棟でも厚手の素材であるシルキー
テックスが最も皮膚に影響を与えると考えられてお
り、比較的使用頻度は低く、シルキーボアやメッシュ
ボアを使用していたが、今回の実験結果では3種類の
テープの中でシルキーボアが皮膚に与える影響は有
意に大きかった。また、シルキーテックスとメッシュ
ボアの間に有意差は認められなかった。このことよ
り今回の実験ではテープの素材・粘着材という科学
的刺激による影響は少ないと考えられる。
　また陽性反応を示した多くが貼付部位の角だった
ことは、小川らの「圧が高まることによって欝血が生
じかぶれを増強させる誘因になっている」2）と一致し
ている。このことより私達が普段行なっているテー
プの角を丸く切るという行為は、テープをはがれに
くくするだけでなく、除圧し皮膚の欝血を予防する
ことでテープによる皮膚への影響を小さくするとい
う目的もあるといえる。
　表2よりドレッシング剤ではテガダームが皮膚に
及ぼす影響は大きかった。これはパッチテストを行
なう際に、他に比べ貼付面積が広かったことも影響
していると考えられる。その為、貼付面積を最小限に
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することが、皮膚に影響を与えない要因の一つとい
える。
　また、オプサイト3000はテガダームより親水性が
あることにより通気性が高く皮膚に与える影響が少
なかったのではないかと考えられる。
　アレルギーの既往の有無と、皮膚に与える影響に
ついて明らかな関係はみられなかった。これはアレ
ルギーの既往について、対象者からの情報だけで判
断した事が原因と考えられる。
Vおわりに
　今回の実験により皮膚に及ぼす影響の大きかった
テープとドレッシング剤が明らかになった。これら
を考慮し、処置を行なうことで、患者の治療・処置に
伴う副作用を軽減するとともに快適な入院生活を送
ることを目指していきたい。
　また、今回はテープ・ドレッシング剤の科学的刺
激のみに焦点をあてた実験を行なったが、実験を進
めていく上で機械的刺激や生理的刺激の影響も大き
いことがわかった。また、今回は個々の体質からくる
アレルギー反応との関係は明らかに出来なかったが、
今後はそれらを踏まえた上での実験を進めていくこ
とが課題である。そのためには、日頃からテープやド
レッシング材を使用する可能性のある患者様に関し
ては入院時のアナムネーゼ聴取で個人の体質等に関
することも情報収集していきたい。
W引用・参考文献
1）森本恭子、大久保雅世、吉野弘起、橋爪俊樹：テー
　　プかぶれの原因と予防方法
2）小川敦子、桑野理恵：股関節術後患者の絆創膏か
　　ぶれについての一考察
　　クリニカルスタディ、10（8）、37～39、1989
3）朝間真美、戸根圭子：粘着テープの選択と使用
　　法、日本病院会雑誌45（2）、292～297、1998
4）大野晶愛ほか：皮膚に適した絆創膏の選択基準
　　についての検討
　　医療の広場、39（9）24～29，1999、9（5）国立病
　　院・療養所総合医学会53回
5）大野晶愛、嶋田由紀代：皮膚に適した絆創膏の選
　　択基準についての検討
　　医療、52増刊、402～403、1998
6）片元淳子、松本淳夫：絆創膏かぶれについての基
　礎的研究、日本看護研究学会雑誌、9（4）、91～92、
　　1987
7）正司左月：絆創膏かぶれの発生状況とそれに影
　　響を及ぼす要因、医療、53増刊447、1999
8）谷ロー男、氏原良和、他：絆創膏の皮膚かぶれに
　対する客観的評価法、日本手術医学界雑誌、（20）
　3263t－v3264N　1999
表1テープ及びドレッシング剤の素材・粘着剤
種類 素材 粘着剤
テガダーム ポリウレタンフィルム アクリル系粘着剤
オプサイト3000 親水性ポリウレタンフィルム 低アレルギー性アクリル系粘着剤
シルキーボア ポリエステル不織布 アクリル系粘着剤
シルキーテックス コットンウレタン アクリル系粘着剤
メッシュボア ポリウレタン不織布 アクリル系粘着剤
表2　個別結果
対象者／項目 テガダーム オプサイト3000シルキーボア シルキーテックス メッシュボア アレルギーの既往 生理中 発汗
A 十 一 『 一 『 十 一 『
B 十 十 一 一 一 十 十 一
C 一 ｝ 一 一 一 一 一 一
D 一 一 一 一 一 十 一 一
E 一 一 一 一 一 一 一 一
F 十 一 十 十 　 十 一 一
G 一 一 一 一 一 一 一 一
H 十 十 十 十 十 十 十 十
1 十 十 十 十 十 十 十 一
J 十 一 一 一 一 一 一 一
K 十 一 一 一 一 一 一 一
L 一 一 一 一 一 一 ｝ 一
M 十 十 十 一 一 『 一 一N 一 一 一 一 一 十 十 一
0 十 一 十 一 一 一 一 一
P 十 一 一 一 『 十 一 一
Q 十 一 十 一 一 十 十 一
R 十 十 『 一 一 一 一 一
S 一 一 『 一 一 一 一 一
T 十 一 『 一 一 一 一 一
一　34　一
　　　　　20
@　　　　　15
ﾛ者人数　10
@　　　　　5
@　　　　　0
テガダーム オプサイト@3000シルキーポァ
シルキー
eックス メッシュボア
陽性者人数 13 5 6 3 2
図1　陽性者の割合
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